
(57)【要約】
【課題】　本発明は、新規な配線体およびその製造方法を提供することを目的とする。
【解決手段】　本発明の配線体の製造方法は、配線体の表面を所定の表面粗さにする工程
を有する。メッキ組成層の表面に、レーザ光を移動させながら断続して照射する。レーザ
光の出力は 1～ 10Wの範囲内にある。レーザ光のスポット径は 30～ 100μ mの範囲内にある。
　レーザ光のスポットの重複率は 30～ 95％の範囲内にある。本発明の配線体は、メッキ組
成層を有し、表面粗さの算術平均粗さ Raが 0.1～ 0.5μ mの範囲内にある。メッキ組成層は
、錫単体、または、銅、ビスマス、銀から選ばれるいずれか１種若しくはいずれかの組み
合わせと錫との混合物を含む。表面粗さの高低差は 0.3～ 1.5μ mの範囲内にある。メッキ
組成層は厚さが 0.5μ m以下である。
【選択図】　　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 に お い て 、
　 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raが 、 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 配 線 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 は 、 錫 単 体 、 ま た は 、 銅 、 ビ ス マ ス 、 銀 か ら 選 ば れ る い ず れ か １ 種 若 し く
は い ず れ か の 組 み 合 わ せ と 錫 と の 混 合 物 を 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 配 線 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 表 面 粗 さ の 高 低 差 が 、 0.3～ 1.5μ mの 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 配 線 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 は 、 厚 さ が 0.5μ m以 下 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 配 線 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 を 、 構 成 要 素 と す る 電 子 機 器 に お い て 、
　 前 記 配 線 体 の 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raが 、 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 は 、 錫 単 体 、 ま た は 、 銅 、 ビ ス マ ス 、 銀 か ら 選 ば れ る い ず れ か １ 種 若 し く
は い ず れ か の 組 み 合 わ せ と 錫 と の 混 合 物 を 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 表 面 粗 さ の 高 低 差 が 、 0.3～ 1.5μ mの 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 は 、 厚 さ が 0.5μ m以 下 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 工 程 を 有 し 、
　 前 記 所 定 の 表 面 粗 さ は 、 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 配 線 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 は 、 錫 単 体 、 ま た は 、 銅 、 ビ ス マ ス 、 銀 か ら 選 ば れ る い ず れ か １ 種 若 し く
は い ず れ か の 組 み 合 わ せ と 錫 と の 混 合 物 を 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 配 線 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 表 面 粗 さ の 高 低 差 が 、 0.3～ 1.5μ mの 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 配 線 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 の 厚 さ を 0.5μ m以 下 に す る 工 程 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 配 線 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 工 程 に お い て 、
　 メ ッ キ 組 成 層 の 表 面 に 、 レ ー ザ 光 を 移 動 さ せ な が ら 断 続 し て 照 射 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 配 線 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 レ ー ザ 光 の 出 力 は 、 1～ 10Wの 範 囲 内 に あ る
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　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 配 線 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト 径 は 、 30～ 100μ mの 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 配 線 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 は 、 30～ 95％ の 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 配 線 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 を 、 構 成 要 素 と す る 電 子 機 器 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 工 程 を 有 し 、
　 前 記 所 定 の 表 面 粗 さ は 、 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 は 、 錫 単 体 、 ま た は 、 銅 、 ビ ス マ ス 、 銀 か ら 選 ば れ る い ず れ か １ 種 若 し く
は い ず れ か の 組 み 合 わ せ と 錫 と の 混 合 物 を 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 電 子 機 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 表 面 粗 さ の 高 低 差 が 、 0.3～ 1.5μ mの 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 電 子 機 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 の 厚 さ を 0.5μ m以 下 に す る 工 程 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 電 子 機 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 工 程 に お い て 、
　 メ ッ キ 組 成 層 の 表 面 に 、 レ ー ザ 光 を 移 動 さ せ な が ら 断 続 し て 照 射 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 電 子 機 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 レ ー ザ 光 の 出 力 は 、 1～ 10Wの 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 電 子 機 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト 径 は 、 30～ 100μ mの 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 電 子 機 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 は 、 30～ 95％ の 範 囲 内 に あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 電 子 機 器 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 配 線 体 お よ び こ の 配 線 体 の 製 造 方 法 に 関 す る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 こ の 配 線 体
を 構 成 要 素 と す る 電 子 機 器 、 お よ び こ の 電 子 機 器 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 多 く の 電 子 機 器 に お い て は 、 フ レ キ シ ブ ル フ ラ ッ ト ケ ー ブ ル (Flexible Flat Cable)(以
下  、 「 FFC」 と い う 。 )や フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 (FlexiblePrinted Circuit)(以 下 、
「 FPC」 と い う 。 )が 使 用 さ れ て い る 。 FFCや FPCの 端 子 部 は 、 メ ッ キ さ れ た 導 体 が む き 出 し
に な っ て い る 。 こ こ で 、 メ ッ キ と し て 錫 単 体 を 用 い る と 、 ウ ィ ス カ が 発 生 し 短 絡 事 故 が 発
生 す る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 原 因 と し て は 、 錫 層 に 母 材 の 銅 イ オ ン が 拡 散 し 錫 と 銅 の 合 金 が で き る こ と に よ り 、
メ ッ キ 層 の 体 積 が 変 化 し 応 力 が 発 生 す る 。 ま た は 、 錫 層 が 酸 化 す る こ と に よ り 酸 化 錫 が 生
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成 し 体 積 が 変 化 し 応 力 が 発 生 す る 。 こ の 応 力 の 発 生 に よ り 、 錫 の 針 状 結 晶 か ら な る ウ ィ ス
カ が 発 生 す る と 考 え ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 問 題 を 解 決 す る た め 、 従 来 は 、 錫 に 鉛 を 添 加 す る こ と で ウ ィ ス カ の 発 生 を 抑 制 し て
い た 。 錫 メ ッ キ 中 の 鉛 は 、 メ ッ キ に 応 力 が 加 わ っ た 時 に そ の 応 力 を 緩 和 し 、 応 力 に よ り 発
生 す る ウ ィ ス カ を 抑 制 し て い た 。
　 し か し 、 環 境 問 題 か ら 鉛 フ リ ー 化 が 必 要 と な り 、 鉛 の 添 加 が 出 来 な く な っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 鉛 の 代 わ り に 銅 ， ビ ス マ ス ， 銀 等 を 添 加 す る こ と で ウ ィ ス カ の 発 生 を 抑 制 す る
技 術 が 開 発 さ れ た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
　 ま た 、 FFCの 導 体 で は 、 錫 100％ メ ッ キ で も ア ニ ー ル 処 理 す る こ と で ウ ィ ス カ の 発 生 を 抑
制 で き る 技 術 が 開 発 さ れ た （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 8-13185「 低 融 点 錫 合 金 め っ き 浴 」
【 非 特 許 文 献 １ 】 Kakeshita　 et　 al.　 "Grain Size Effect of Electro-Plated Tin Coa
tings on Whisker Growth," Journal of Materials Science, vol.17, pp. 2560-2566, 1
982.
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 技 術 で は 、 FFC単 品 ま た は FPC単 品 の 状 態 で は ウ ィ ス カ が
発 生 し に く い と い う 効 果 は あ る が 、 コ ネ ク タ と 嵌 合 し た と き に コ ネ ク タ の 接 点 部 か ら 発 生
す る ウ ィ ス カ は 抑 制 出 来 て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ５ を 用 い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 ５ Ａ は FFCま た は FPCの 端 子 部 を 示 し 、 図 ５ Ｂ は 端 子
部 の 導 体 と コ ネ ク タ の ピ ン が 接 触 し た 状 態 を 示 し 、 図 ５ Ｃ は 導 体 の メ ッ キ 層 と ピ ン の 接 触
に よ る ウ ィ ス カ の 発 生 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ５ Ａ に 示 す よ う に 、 FFC単 体 ま た は FPC単 体 を 何 も し な い で 静 止 し て い る 状 態 で は ウ ィ
ス カ は 発 生 し に く い 。 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 端 子 部 １ １ を コ ネ ク タ １ ３ に 差 し 込 む と 、 コ
ネ ク タ １ ３ の ピ ン ３ の 先 端 と 端 子 部 １ １ の 導 体 １ ２ の 表 面 は 、 圧 力 が か か っ た 状 態 で 接 触
す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ５ Ｃ は 、 導 体 １ ２ の 表 面 に 形 成 さ れ た メ ッ キ 層 ５ と ピ ン ３ と の 接 触 状 態 を 示 す 図 ５ Ｂ
の 拡 大 図 で あ る 。 ピ ン ３ が メ ッ キ 層 ５ に 食 い 込 む と 、 メ ッ キ 層 ５ の 表 面 が 塑 性 変 形 を 起 こ
し 、 ピ ン ３ 先 端 の 周 囲 に 盛 り 上 が り 部 が 形 成 さ れ る 。 こ の 盛 り 上 が り 部 お よ び そ の 近 辺 か
ら ウ ィ ス カ ２ が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 、 従 来 の 技 術 で は 、 錫 メ ッ キ と 母 材 界 面 で の 合 金 化 や メ ッ キ の 酸 化 な ど の メ
ッ キ 内 部 の 歪 （ 応 力 ） で 発 生 す る ウ ィ ス カ を 抑 制 す る に は 効 果 は あ る が 、 現 在 問 題 と な っ
て い る ウ ィ ス カ は 、 コ ネ ク タ と の 嵌 合 す な わ ち 外 部 応 力 に よ り 発 生 す る ウ ィ ス カ の た め 、
そ の 効 果 が 得 ら れ に く い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 錫 に 対 し 銅 ， ビ ス マ ス ， 銀 な ど を 添 加 す る 対 策 は 、 添 加 す る 物 質 の 濃 度 管 理 な ど
が 問 題 で 安 定 し た ウ ィ ス カ 抑 制 が 難 し い 。 錫 に 対 し 銅 ， ビ ス マ ス ， 銀 な ど を 高 濃 度 に 添 加
す る と 、 ウ ィ ス カ の 発 生 は 減 少 す る が 、 た と え ば ビ ス マ ス を 高 濃 度 に 添 加 す る と 錫 が 硬 く
も ろ く な り メ ッ キ と し て 機 能 し な く な る 。 ま た 、 濃 度 を 限 度 以 下 で 均 一 に コ ン ト ロ ー ル す
る こ と が 技 術 的 に 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 FPCに お い て は 、 ウ ィ ス カ 対 策 と し て 、 FFCと 同 じ く ビ ス マ ス や 銅 の 添 加 、 無 光 沢
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メ ッ キ な ど が 有 効 と さ れ て い る が 、 FPCの 場 合 は 部 品 実 装 の た め の リ フ ロ ー 工 程 に よ り 、
ウ ィ ス カ 対 策 し た メ ッ キ の 状 態 が 変 化 し て し ま う 問 題 が あ る 。 FPCの 端 子 部 に 形 成 さ れ た
無 光 沢 メ ッ キ 層 は 、 リ フ ロ ー 工 程 に よ り 溶 融 す る の で 光 沢 メ ッ キ に な っ て し ま い 、 FPCの
端 子 部 を コ ネ ク タ に 差 し 込 む と ウ ィ ス カ が 発 生 し 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 、 FFCま た は FPCの 端 子 部 を コ ネ ク タ に 差 し 込 ん だ と き に 、 ウ ィ ス カ の 発 生 を 抑 制
で き る 新 た な 技 術 の 開 発 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 新 規 な 配 線 体 お よ び そ の 製 造
方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 ま た 、 本 発 明 は 、 こ の 配 線 体 を 構 成 要 素 と す る 電 子 機 器 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 し 、 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 配 線 体 は 、 メ ッ キ 組 成 層 を
有 す る 配 線 体 に お い て 、 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raが 、 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 配 線 体 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ の ピ ン が メ ッ キ 組 成 層 に 圧 接 し た と き に 、 メ ッ キ 組
成 層 表 面 の 凸 部 を 塑 性 変 形 さ せ 凹 部 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 電 子 機 器 は 、 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 を 、 構 成 要 素 と す る 電 子 機 器 に お い
て 、 前 記 配 線 体 の 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 電 子 機 器 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ の ピ ン が 配 線 体 の メ ッ キ 組 成 層 に 圧 接 し た と き に
、 メ ッ キ 組 成 層 表 面 の 凸 部 を 塑 性 変 形 さ せ 凹 部 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 配 線 体 の 製 造 方 法 は 、 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 の 製 造 方 法 に お い て 、 表 面
を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 工 程 を 有 し 、 前 記 所 定 の 表 面 粗 さ は 、 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.1～ 0.5
μ mの 範 囲 内 に あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 配 線 体 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ の ピ ン が メ ッ キ 組 成 層 に 圧 接 し た と き に
、 メ ッ キ 組 成 層 表 面 の 凸 部 を 塑 性 変 形 さ せ 凹 部 に 移 動 さ せ る 配 船 体 を 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 電 子 機 器 の 製 造 方 法 は 、 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 を 、 構 成 要 素 と す る 電 子
機 器 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 工 程 を 有 し 、 前 記 所
定 の 表 面 粗 さ は 、 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 電 子 機 器 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ の ピ ン が 配 線 体 の メ ッ キ 組 成 層 に 圧 接
し た と き に 、 メ ッ キ 組 成 層 表 面 の 凸 部 を 塑 性 変 形 さ せ 凹 部 に 移 動 さ せ る 配 線 体 を 有 す る 電
子 機 器 を 製 造 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 に 記 載 さ れ る よ う な 効 果 を 奏 す る 。
　 本 発 明 は 、 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 に お い て 、 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raが 、 0.1
～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る の で 、 新 規 な 配 線 体 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 、 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 を 、 構 成 要 素 と す る 電 子 機 器 に お い て 、 前 記 配
線 体 の 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る の で 、 新 規 な 電 子 機 器 を
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提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は 、 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 の 製 造 方 法 に お い て 、 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に
す る 工 程 を 有 し 、 前 記 所 定 の 表 面 粗 さ は 、 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る
の で 、 新 規 な 配 線 体 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 、 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 を 、 構 成 要 素 と す る 電 子 機 器 の 製 造 方 法 に お い
て 、 前 記 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 工 程 を 有 し 、 前 記 所 定 の 表 面 粗 さ は 、 算 術
平 均 粗 さ Raが 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る の で 、 新 規 な 電 子 機 器 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 配 線 体 、 配 線 体 の 製 造 方 法 、 電 子 機 器 、 お よ び 電 子 機 器 の 製 造 方 法 に か か る 発 明
を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 最 初 に 、 配 線 体 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 配 線 体 の 製 造 方 法 は 、 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に
す る 工 程 を 有 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 前 の 、 原 材 料 と な る 配 線 体 は 、 母 材 の 表 面 に メ ッ キ 組 成 層 を 形 成
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 母 材 の 材 質 は 銅 で あ る 。 母 材 の 形 状 は 線 状 で あ り 、 そ の 断 面 形 状 は 、 長 方 形 、 正 方 形 、
円 形 、 楕 円 形 な ど を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 の 材 質 は 、 錫 単 体 、 ま た は 、 銅 、 ビ ス マ ス 、 銀 か ら 選 ば れ る い ず れ か １ 種
若 し く は い ず れ か の 組 み 合 わ せ と 錫 と の 混 合 物 を 含 む 。 メ ッ キ 組 成 層 の 厚 さ は 、 0.5～ 10 
μ mの 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い 。 メ ッ キ 組 成 層 の 厚 さ が 0.5μ m以 上 で あ る と 、 均 一 な
厚 さ の メ ッ キ 組 成 層 を 形 成 す る こ と が で き る 。 メ ッ キ 組 成 層 の 厚 さ が 10 μ m以 下 で あ る と
、 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 方 法 と し て は 、 メ ッ キ 組 成
層 の 表 面 に レ ー ザ 光 を 照 射 す る 方 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。 メ ッ キ 組 成 層 の 表 面 に 、 レ
ー ザ 光 を 移 動 さ せ な が ら 断 続 し て 照 射 す る 。 そ し て 、 レ ー ザ 光 を 細 か な ピ ッ チ で 走 査 す る
こ と に よ り 、 極 所 的 に メ ッ キ を 溶 融 さ せ 所 定 の 表 面 粗 さ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 レ ー ザ 光 の 出 力 は 、 1～ 10Wの 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い 。 レ ー ザ 光 の 出 力 が 1W以 上 で
あ る と 、 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る こ と が で き る 。 レ ー ザ 光 の 出 力 が 10W以 下
で あ る と 、 母 材 の 溶 融 に よ る ダ メ ー ジ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト 径 は 、 30～ 100μ mの 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い 。 レ ー ザ 光 の ス ポ
ッ ト 径 が こ の 範 囲 内 に あ る と 、 コ ネ ク タ の ピ ン が メ ッ キ 組 成 層 の 表 面 に 圧 接 し た と き に 、
メ ッ キ 組 成 層 の 表 面 に 形 成 さ れ た 凸 部 が 塑 性 変 形 し 凹 部 に 移 動 す る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 は 、 30～ 95％ の 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い 。 レ ー ザ 光 の
ス ポ ッ ト の 重 複 率 が 30％ 以 上 で あ る と 、 メ ッ キ 組 成 層 の 全 表 面 に レ ー ザ 光 を 照 射 す る こ と
が で き る 。 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 が 95％ 以 下 で あ る と 、 コ ネ ク タ の ピ ン が メ ッ キ 組
成 層 の 表 面 に 圧 接 し た と き に 、 メ ッ キ 組 成 層 の 表 面 に 形 成 さ れ た 凸 部 が 塑 性 変 形 し 凹 部 に
移 動 す る こ と が で き る 。 な お 、 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 に つ い て は 、 後 に 定 義 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 レ ー ザ 光 を 発 射 す る レ ー ザ 装 置 と し て は 、 ヤ グ レ ー ザ 装 置 、 エ キ シ マ レ ー ザ 装 置 、 炭 酸
ガ ス レ ー ザ 装 置 、 半 導 体 レ ー ザ 装 置 な ど を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 方 法 と し て は 、 上 述 の レ ー
ザ 光 を 照 射 す る 方 法 に 限 定 さ れ な い 。 こ の ほ か 、 微 細 な 針 状 の 凸 部 を 多 数 有 す る 加 熱 素 子
を 、 配 線 体 の 表 面 に 押 し 付 け る 方 法 な ど を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 述 の 配 線 体 は 、 FFC、 FPC、 お よ び そ の 他 の 配 線 基 板 の 製 造 に 用 い る こ と が で き る 。 FF
Cの 場 合 は 、 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 処 理 を 配 線 体 単 体 に 行 う こ と が で き 、
ま た FFC加 工 後 の 端 子 部 に 行 う こ と も で き る 。 FPCの 場 合 は 、 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗
さ に す る 処 理 は FPC単 体 時 で も で き る が 、 部 品 実 装 に よ る リ フ ー 工 程 で メ ッ キ の 状 態 が 変
化 し て し ま う 。 本 発 明 の 方 法 は 、 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 処 理 を 部 品 実 装 後
に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 つ ぎ に 、 上 述 の 方 法 に よ り 作 製 さ れ る 配 線 体 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 配 線 体 は 、 母 材 、 合 金 層 、 お よ び メ ッ キ 組 成 層 か ら 構 成 さ れ る 。 合 金 層 は 母 材
と メ ッ キ 組 成 層 の 間 に 形 成 さ れ る 。 合 金 層 は 、 配 線 体 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 処 理 を
す る 前 に 存 在 し て い た メ ッ キ 組 成 層 に 、 母 材 中 の 銅 イ オ ン が 拡 散 す る こ と に よ り 形 成 さ れ
る も の で あ る 。 合 金 層 の 形 成 に よ り 、 そ の 分 処 理 前 の メ ッ キ 組 成 層 の 厚 さ は 薄 く な る 。 な
お 、 本 発 明 の 配 線 体 は 、 合 金 層 が 形 成 さ れ た も の に 限 定 さ れ な い 。 そ の ほ か 、 本 発 明 の 配
線 体 に は 、 配 線 体 表 面 が 所 定 の 表 面 粗 さ に な っ て い れ ば 、 合 金 層 が 形 成 さ れ な い 配 線 体 も
含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 配 線 体 は 、 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る こ と が 好
ま し い 。 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raが こ の 範 囲 内 に あ る と 、 コ ネ ク タ の ピ ン が メ ッ キ 組 成
層 の 表 面 に 圧 接 し た と き に 、 メ ッ キ 組 成 層 の 表 面 に 形 成 さ れ た 凸 部 が 塑 性 変 形 し 凹 部 に 移
動 す る こ と が で き る 。 な お 、 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raに つ い て は 、 後 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 配 線 体 は 、 表 面 粗 さ の 高 低 差 が 0.3～ 1.5μ mの 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い 。
表 面 粗 さ の 高 低 差 が こ の 範 囲 内 に あ る と 、 コ ネ ク タ の ピ ン が メ ッ キ 組 成 層 の 表 面 に 圧 接 し
た と き に 、 メ ッ キ 組 成 層 の 表 面 に 形 成 さ れ た 凸 部 が 塑 性 変 形 し 凹 部 に 移 動 す る こ と が で き
る 。 な お 、 表 面 粗 さ の 高 低 差 に つ い て は 、 後 に 定 義 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に 、 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raま た は 高 低 差 が 所 定 の 範 囲 内 に あ る と 、 メ ッ キ
組 成 層 と コ ネ ク タ ピ ン の 接 触 時 の 応 力 を 緩 和 し 、 応 力 に よ っ て 発 生 す る ウ ィ ス カ を 抑 制 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 の 配 線 体 は 、 メ ッ キ 組 成 層 の 厚 さ が 0.5μ m以 下 で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 メ
ッ キ 組 成 層 の 厚 さ が こ の 範 囲 内 に あ る と 、 ウ ィ ス カ 発 生 を さ ら に 抑 制 す る こ と が で き る 。
レ ー ザ 光 が 照 射 さ れ た メ ッ キ 組 成 層 は 、 レ ー ザ 光 に よ り 溶 融 さ れ る た め 母 材 の 銅 と の 合 金
化 も 施 さ れ 、 メ ッ キ 組 成 層 の 厚 さ が 減 少 す る 。 こ の 結 果 、 ウ ィ ス カ の 発 生 す る メ ッ キ 組 成
層 自 体 の 量 が 減 少 す る の で 、 さ ら に ウ ィ ス カ の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 つ ぎ に 、 上 述 の 配 線 体 を 使 用 す る 電 子 機 器 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 電 子 機 器 は 、 上 述 の 配 線 体 を 構 成 要 素 と す る 電 子 機 器 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の
電 子 機 器 の 製 造 方 法 は 、 上 述 の 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 工 程 を 含 ん で い る 。
電 子 機 器 の 例 と し て は 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 CDプ レ イ ヤ 、 MDプ レ イ ヤ 、 DVDプ レ イ ヤ 、 テ ー プ
レ コ ー ダ 、 ビ デ オ テ ー プ レ コ ー ダ 、 ラ ジ オ 、 テ レ ビ 、 ス テ レ オ 、 プ リ ン タ 、 フ ァ ク シ ミ リ
装 置 、 電 話 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ 、 DVDレ コ ー ダ 、 ゲ ー ム 機 、 PDA、 ビ デ オ カ メ ラ 、 デ ジ
タ ル カ メ ラ 、 HDプ レ イ ヤ 、 HDレ コ ー ダ 、 そ の 他 の 電 子 機 器 を 挙 げ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に よ れ ば 、 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る
配 線 体 に お い て 、 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る の で 、 コ ネ ク
タ の ピ ン が メ ッ キ 組 成 層 に 圧 接 し た と き に 、 メ ッ キ 組 成 層 表 面 の 凸 部 を 塑 性 変 形 さ せ 凹 部
に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 新 規 な 配 線 体 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に よ れ ば 、 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 の 製 造 方 法
に お い て 、 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 工 程 を 有 し 、 前 記 所 定 の 表 面 粗 さ は 、 算 術 平 均 粗
さ Raが 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る の で 、 コ ネ ク タ の ピ ン が メ ッ キ 組 成 層 に 圧 接 し た と き
に 、 メ ッ キ 組 成 層 表 面 の 凸 部 を 塑 性 変 形 さ せ 凹 部 に 移 動 さ せ る 配 船 体 を 製 造 で き る 。 そ の
結 果 、 新 規 な 配 線 体 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に よ れ ば 、 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 を 、 構 成 要
素 と す る 電 子 機 器 に お い て 、 前 記 配 線 体 の 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.1～ 0.5μ mの 範
囲 内 に あ る の で 、 コ ネ ク タ の ピ ン が 配 線 体 の メ ッ キ 組 成 層 に 圧 接 し た と き に 、 メ ッ キ 組 成
層 表 面 の 凸 部 を 塑 性 変 形 さ せ 凹 部 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 新 規 な 電 子 機 器
を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に よ れ ば 、 メ ッ キ 組 成 層 を 有 す る 配 線 体 を 、 構 成 要
素 と す る 電 子 機 器 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 配 線 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ に す る 工 程 を
有 し 、 前 記 所 定 の 表 面 粗 さ は 、 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.1～ 0.5μ mの 範 囲 内 に あ る の で 、 コ ネ
ク タ の ピ ン が 配 線 体 の メ ッ キ 組 成 層 に 圧 接 し た と き に 、 メ ッ キ 組 成 層 表 面 の 凸 部 を 塑 性 変
形 さ せ 凹 部 に 移 動 さ せ る 配 線 体 を 有 す る 電 子 機 器 を 製 造 で き る 。 そ の 結 果 、 新 規 な 電 子 機
器 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 述 の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に 限 ら ず 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 す
る こ と な く そ の 他 種 々 の 構 成 を 採 り 得 る こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 つ ぎ に 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 た だ し 、 本 発 明 は こ れ ら 実
施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 最 初 に 、 サ ン プ ル の 作 製 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 こ こ で は 、 FFCを 用 い た 。 FFCは 、 隣 接 す る 導 体 （ 配 線 体 ） の ピ ッ チ ： 0.5mm、 導 体 の 幅
： 0.3mm、 導 体 の 厚 さ ： 0.035mm、 メ ッ キ 組 成 層 の 材 質 ： Sn100％ 、 メ ッ キ 組 成 層 の 厚 さ ：
約 1μ mの も の を 用 い た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 述 の FFC端 子 部 導 体 を 以 下 の 条 件 で レ ー ザ 照 射 し た 。
　 レ ー ザ 装 置 は ヤ グ レ ー ザ 装 置 を 用 い た 。 レ ー ザ 照 射 条 件 は 、 出 力 ： 2.1～ 3.0 W、 レ ー ザ
ス ポ ッ ト 径 ： 50μ m、 周 波 数 ： 30KHz、 レ ー ザ ス キ ャ ン 速 度 ： 120～ 180mm/sec、 ス キ ャ ン ピ
ッ チ ： 20μ mと し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 FFCサ ン プ ル の 条 件 と し て は 、 表 １ に 示 す よ う に 、 溶 融 粗 化 処 理 1： レ ー ザ ス キ ャ ン 速 度
120mm/sec、 溶 融 粗 化 処 理 2： レ ー ザ ス キ ャ ン 速 度 150mm/sec、 溶 融 粗 化 処 理 3： レ ー ザ ス キ
ャ ン 速 度 180mm/sec、 お よ び 未 処 理 の ４ と お り と し た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 ス キ ャ ン 方 向 に お け る 、 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 は 、 溶 融 粗 化 処 理 1： 92
％ 、 溶 融 粗 化 処 理 2： 90％ 、 溶 融 粗 化 処 理 3： 88％ で あ る 。 ま た 、 ス キ ャ ン 方 向 に 垂 直 の 方
向 に お け る 、 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 は 、 溶 融 粗 化 処 理 1～ 3： 60％ で あ る 。 な お 、 レ
ー ザ 光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 に は 、 ス キ ャ ン 方 向 に お け る 、 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 と
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、 ス キ ャ ン 方 向 に 垂 直 の 方 向 に お け る 、 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 の ２ 種 類 が あ る 。 単
に 、 レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 と い っ た 場 合 は 、 両 者 を 含 む 。 ス キ ャ ン 方 向 に お け る 、
レ ー ザ 光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 は 、 （ ス ポ ッ ト の 直 径 － 隣 接 す る ス ポ ッ ト の 中 心 間 の 距 離 ）
／ ス ポ ッ ト の 直 径 を ％ 表 示 し た も の で あ る 。 ス キ ャ ン 方 向 に 垂 直 の 方 向 に お け る 、 レ ー ザ
光 の ス ポ ッ ト の 重 複 率 は 、 （ ス ポ ッ ト の 直 径 － ス キ ャ ン ピ ッ チ ） ／ ス ポ ッ ト の 直 径 を ％ 表
示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 コ ネ ク タ と し て は 、 表 １ に 示 す よ う に 、 コ ネ ク タ １ ～ ３ の ３ 種 類 を 用 い た 。 具 体 的 に は
、 コ ネ ク タ 1： 日 本 圧 着 端 子 製 の 形 式 FLZ、 コ ネ ク タ 2： 京 セ ラ エ ル コ 製 の 形 式 6240、 コ ネ
ク タ 3： ヒ ロ セ 電 機 製 の 形 式 FH12を 用 い た 。 い ず れ の コ ネ ク タ も ピ ッ チ ： 0.5mmで あ る 。 ま
た 、 コ ネ ク タ の ピ ン 表 面 に は メ ッ キ 処 理 が さ れ て お り 、 コ ネ ク タ 1： Sn100％ 、 コ ネ ク タ 2
： SnCu、 コ ネ ク タ 3： Sn100％ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 つ ぎ に 、 配 線 体 の ウ ィ ス カ 発 生 の 評 価 に つ い て 説 明 す る 。
　 評 価 項 目 は 、 ウ ィ ス カ 発 生 率 と ウ ィ ス カ 最 大 長 さ で あ る 。 FFCの 端 子 部 を コ ネ ク タ に 差
し 込 ん だ 後 、 そ の ま ま の 状 態 で 常 温 で 250時 間 放 置 し た 。 そ し て 、 コ ネ ク タ か ら FFCを 外 し
、 FFC導 体 表 面 を 電 子 顕 微 鏡 で 観 察 し た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ウ ィ ス カ 発 生 率 は 、 ウ ィ ス カ が 発 生 し た 導 体 の 数 ／ 観 察 し た 導 体 の 数 を ％ 表 示 す る 。 評
価 と し て は 、 サ ン プ ル の ウ ィ ス カ 発 生 率 を 比 較 し て 、 ウ ィ ス カ 発 生 率 の 値 が 小 さ い も の を
良 い 評 価 と す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 最 大 長 さ は 、 １ つ の サ ン プ ル に つ い て 、 測 定 し た ウ ィ ス カ の 長 さ の う ち 最 大 の 値 で あ る
。 評 価 と し て は 、 最 大 長 さ が 50μ m以 下 で あ る 場 合 を 満 足 で き る も の と す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 評 価 結 果 は 表 １ に 示 す と お り で あ る 。 溶 融 粗 化 処 理 1～ 3は い ず れ の コ ネ ク タ に お い て も
、 未 処 理 に 比 べ ウ ィ ス カ 発 生 率 が １ ％ 以 下 に な り 、 発 生 し た ウ ィ ス カ の 長 さ も 50μ m以 下
に 収 ま っ て い る 。 発 生 し て 良 い ウ ィ ス カ の 長 さ の 規 格 は 0.5mmピ ッ チ FFCの 場 合 50μ m以 下
が 一 般 的 で あ る た め 、 溶 融 粗 化 処 理 を 行 う こ と で 、 そ の 規 格 を 満 足 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 つ ぎ に 、 配 線 体 の 表 面 と 断 面 の 観 察 ・ 測 定 結 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 配 線 体 の 表 面 の 観 察 ・ 測 定 結 果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 Ａ は 溶 融 粗 化 処 理 し た メ ッ キ 層 表 面 を 示 し 、 Ｂ は 未 処 理 の メ ッ キ 層 表 面
を 示 す 図 で あ る 。 Ａ は 溶 融 粗 化 処 理 3の サ ン プ ル で あ る 。 Ａ か ら わ か る よ う に 、 溶 融 粗 化
処 理 品 は 、 Ｂ の 未 処 理 品 に 比 較 し て 、 メ ッ キ が レ ー ザ ス ポ ッ ト 単 位 で 溶 解 さ れ 細 か な 凹 凸
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
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　 こ こ で 、 Ａ お よ び Ｂ の サ ン プ ル に つ い て 、 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Ra、 お よ び 表 面 粗 さ
の 高 低 差 を 測 定 し た 。 こ れ ら は 、 走 査 型 プ ロ ー ブ 顕 微 鏡 （ セ イ コ ー イ ン ス ツ ル メ ン ツ 社 製
、 　 SPI-3800N／ SPA-400） に よ り 測 定 し た 。 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raは JIS B0601の 方
法 に 準 拠 し た も の で あ る 。 表 面 粗 さ の 高 低 差 は 、 最 高 の 高 さ と 最 低 の 高 さ と の 差 で あ る 。
Ａ の サ ン プ ル に お い て は 、 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.3μ mで あ り 、 表 面 粗 さ の 高 低 差
が 0.8μ mで あ っ た 。 Ｂ の サ ン プ ル に お い て は 、 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Raが 0.05μ mで あ
り 、 表 面 粗 さ の 高 低 差 が 0.05μ mで あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ２ に お い て 、 Ａ は 溶 融 粗 化 処 理 し た メ ッ キ 層 表 面 に 形 成 さ れ た ピ ン 痕 を 示 し 、 Ｂ は 未
処 理 の メ ッ キ 層 表 面 に 形 成 さ れ た ピ ン 痕 を 示 す 図 で あ る 。 Ａ は 溶 融 粗 化 処 理 3の サ ン プ ル
で あ り 、 コ ネ ク タ 3を 用 い た 場 合 で あ る 。 Ｂ は 未 処 理 の サ ン プ ル で あ り 、 コ ネ ク タ 3を 用 い
た 場 合 で あ る 。 溶 融 粗 化 処 理 品 は 細 か な 凹 凸 が あ る た め 、 コ ネ ク タ の ピ ン と の 接 触 に よ る
メ ッ キ の 盛 り 上 が り が 未 処 理 品 に 比 べ 小 さ い 。 溶 融 粗 化 処 理 品 は 、 コ ネ ク タ ピ ン の 接 触 痕
も 目 立 た な い 。 こ れ に 対 し て 、 未 処 理 の 場 合 は 、 コ ネ ク タ ピ ン の 接 触 痕 が 大 き く 、 接 触 痕
の 周 囲 に 形 成 さ れ た 盛 り 上 が り 部 か ら ウ ィ ス カ ２ が 発 生 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ３ に お い て 、 Ａ ， Ｂ は 溶 融 粗 化 処 理 し た メ ッ キ 層 表 面 の 塑 性 変 形 を 模 式 的 に 示 し 、 Ｃ
， Ｄ は 未 処 理 の メ ッ キ 層 表 面 の 塑 性 変 形 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 溶 融 粗 化 処 理 し た メ ッ
キ 層 表 面 は 、 Ａ に 示 す よ う に 凹 凸 が 形 成 さ れ て お り 、 ピ ン ３ の 先 端 が メ ッ キ 層 ５ に 接 触 す
る と 凸 部 ４ が 塑 性 変 形 を 起 こ し 、 凸 部 と 凸 部 の 間 に あ る 凹 部 へ と 移 動 す る 。 こ の 結 果 、 Ｂ
に 示 す よ う に ピ ン ３ の 先 端 の 周 囲 に は 盛 り 上 が り 部 が 形 成 さ れ に く い 。 こ れ に 対 し て 、 未
処 理 の メ ッ キ 層 表 面 は Ｃ に 示 す よ う に 平 坦 で あ り 、 ピ ン ３ の 先 端 が メ ッ キ 層 ５ に 接 触 す る
と メ ッ キ 層 ５ の 表 面 が 塑 性 変 形 を し 、 ピ ン ３ の 先 端 の 周 囲 に は 盛 り 上 が り 部 ６ が 形 成 さ れ
る 。 こ の 盛 り 上 が り 部 ６ に は 応 力 が 残 留 し て お り 、 時 間 の 経 過 と と も に Ｄ に 示 す よ う に ウ
ィ ス カ ２ が 発 生 し や す く な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 配 線 体 の 断 面 の 観 察 ・ 測 定 結 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ４ に お い て 、 Ａ は 溶 融 粗 化 処 理 し た メ ッ キ 層 の 断 面 を 示 し 、 Ｂ は 未 処 理 の メ ッ キ 層 の
断 面 を 示 す 図 で あ る 。 Ａ は 溶 融 粗 化 処 理 3の サ ン プ ル で あ る 。 未 処 理 品 で は 、 母 材 の Cu層
１ ０ の 上 に 薄 い 合 金 層 ９ と 厚 い Sn層 (Sn100％ )８ が 形 成 さ れ て い る 。 溶 融 粗 化 処 理 品 で は
、 Cu層 １ ０ と Sn層 ８ の 間 に 厚 い 合 金 層 ９ が 形 成 さ れ て い る 。 レ ー ザ 光 に よ り Sn層 が 溶 融 し
、 母 材 の 銅 イ オ ン が 拡 散 す る こ と に よ り 合 金 層 ９ が Ｂ に 対 し さ ら に 厚 く 形 成 さ れ た こ と が
分 か る 。 Ｂ に お い て 、 Sn層 ８ の 厚 さ は 約 0.8μ mで あ り 、 合 金 層 ９ の 厚 さ は 約 02μ mで あ っ
た 。 Ａ に お い て 、 Sn層 ８ の 厚 さ は 約 0.1μ mで あ り 、 合 金 層 ９ の 厚 さ は 約 0.9μ mで あ っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 図 １ 】 Ａ は 溶 融 粗 化 処 理 し た メ ッ キ 層 表 面 を 示 し 、 Ｂ は 未 処 理 の メ ッ キ 層 表 面 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 Ａ は 溶 融 粗 化 処 理 し た メ ッ キ 層 表 面 に 形 成 さ れ た ピ ン 痕 を 示 し 、 Ｂ は 未 処 理 の メ
ッ キ 層 表 面 に 形 成 さ れ た ピ ン 痕 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ａ ， Ｂ は 溶 融 粗 化 処 理 し た メ ッ キ 層 表 面 の 塑 性 変 形 を 模 式 的 に 示 し 、 Ｃ ， Ｄ は 未
処 理 の メ ッ キ 層 表 面 の 塑 性 変 形 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ａ は 溶 融 粗 化 処 理 し た メ ッ キ 層 の 断 面 を 示 し 、 Ｂ は 未 処 理 の メ ッ キ 層 の 断 面 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 Ａ は 端 子 部 を 示 し 、 Ｂ は 端 子 部 の 導 体 と コ ネ ク タ の ピ ン が 接 触 し た 状 態 を 示 し 、
Ｃ は 導 体 の メ ッ キ 層 と ピ ン の 接 触 に よ る ウ ィ ス カ の 発 生 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 １ ‥ ‥ ピ ン 痕 、 ２ ‥ ‥ ウ ィ ス カ 、 ３ ‥ ‥ ピ ン 、 ４ ‥ ‥ 凸 部 、 ５ ‥ ‥ メ ッ キ 層 、 ６ ‥ ‥ 盛
り 上 が り 部 、 ８ ‥ ‥ Sn層 、 ９ ‥ ‥ 合 金 層 、 １ ０ ‥ ‥ Cu層 、 １ １ ‥ ‥ 端 子 部 、 １ ２ ‥ ‥ 導 体
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